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はじめに

　このたび、公益社団法人 日本歯科医師会　日本歯科総合研究機構

では、歯科医師臨床研修における在宅歯科医療や周術期口腔機能管

理の実態を把握することを目的として、全国すべての歯科医師臨床

研修受け入れ医療機関（単独型・管理型、協力型）を対象として郵

送調査を実施させていただきました。本報告書はその結果を記した

ものです。

　ご多用の中、本調査にご協力いただきました関係者の方々に厚く

感謝を申し上げます。本調査結果をもとに、さらに分析を継続して

まいりますので、引き続きご協力を賜りますよう、何卒よろしくお

願い申し上げます。

 公益社団法人 日本歯科医師会

 日本歯科総合研究機構

 機　構　長　　堀　　憲　郎
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調査の概要

１．調査の目的
　�　�　歯科医師臨床研修における在宅歯科医療や周術期口腔機能管理の実態把握を行い、歯科

医療施策の基礎資料を収集すること。

２．調査対象
　�　�　平成 28 年度の歯科医師臨床研修の受け入れ医療機関を D-REIS より抽出し、単独型・

管理型、協力型のすべてを調査対象とした。

３．調査の方法
　�　�　調査票による郵送調査とした。

４．調査票
　�　�　巻末参照。

５．調査実施時期
　�　平成 29年２月上旬～２月末まで

６．回収状況
　　単独型・管理型� 送付� 277 件� 有効回答� 216 件� 有効回答率�78.0%

　　協力型� 送付�2,417 件� 有効回答�1,148 件� 有効回答率�48.5%

　　※�集計においては、小数点第２位を四捨五入しているため、合計が 100 にならない場合が

ある。

７．調査主体
　　公益社団法人�日本歯科医師会・日本歯科総合研究機構

　　調査票発送は委託した調査会社が実施



結　果
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【単独型・管理型】結果

　以下に有効回答のあった 216 件の結果を示す。

  施設の概要

図１　単独型・管理型　回答施設数

120
（施設数）

100

23

55

102

34

2

80

60

40

20

0
歯学部 医学部 病院 歯科診療所 その他

図 2　これまでの周術期口腔機能管理料の算定実績

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
ある

87.0

ない

12.0

無回答

0.9

（％）

（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

無回答ないある

図３　これまでの歯科訪問診療料の算定実績の有無

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
0名

3.2

1-9名

8.3

10-49名

6.5

50名以上

13.9

無回答

68.1

（％）

図４　歯科訪問診療患者延べ数（平成 29年 1月診療分）

（単位 : 人）

平均値 中央値

臨床研修歯科医受入総数 7.2 2.0

表１　平成 28年度の臨床研修歯科医受入総数
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  周術期口腔機能管理に関する臨床研修歯科医への研修

　 問１  周術期口腔機能管理の研修状況

　 問 2  周術期口腔機能管理の研修を指導している職員数

　 問 3  周術期口腔機能管理の研修対象

76.4

5.1

（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

無回答その他希望者のみすべての研修歯科医

1.9

16.7

図 6　周術期口腔機能管理の研修対象

0.0

マニュアルを整備して研修している 25.0

マニュアルを作らず研修している 48.6

研修の実施を検討中 10.2

0.9

研修していない 15.3

無回答

20.0 （％）40.0 60.0

図 5　周術期口腔機能管理の研修状況

（単位 : 人）

常勤 非常勤

平均値 中央値 平均値 中央値

歯科医師 4.6 3.0 2.1 1.0

その他 3.3 3.0 1.7 2.0

表２　周術期口腔機能管理の研修を指導している職員数
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　 問 4  周術期口腔機能管理の研修方法（重複回答）

　 問 5  周術期口腔機能管理の研修施設（重複回答）

　 問 5-2  研修先の診療科（重複回答）

74.1

50.0

44.0

1.4

0

3.7

（％）0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他施設

他施設の医科病棟（歯科標榜なし）

他施設の医科病棟（歯科標榜あり）

同施設の医科病棟

同施設の歯科・口腔外科の病棟

同施設の歯科・口腔外科の外来

図８　周術期口腔機能管理の研修施設（重複回答）
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図９　研修先の診療科（重複回答）

28.2

26.4

50.9

63.0

3.7

68.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他

実際の患者への治療・処置

診療介助

見学

実習

講義

（％）

図７　周術期口腔機能管理の研修方法（重複回答）
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　 問 6  周術期口腔機能管理の研修を行っていない理由
　　　　（研修を行っていないと回答した 33 施設）（％）

　 問 7   臨床研修歯科医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまる
 もの（重複回答）

　 問 8  今後の周術期口腔機能管理の臨床研修の予定

3.0％

42.4％
54.5％

当施設では周術期の口腔機能管理を
行っていないから
その他
無回答

図 10　周術期口腔機能管理に関する研修を行っていない理由（研修をしていないと回答した 33施設）

0.0

指導者の問題（マンパワーなど）が多い 51.4

患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い 25.9

臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い 35.2

連携する施設や医療機関の問題が多い 18.1

難度が高く臨床研修にはふさわしくない 6.0

その他 16.2

20.0 （％）40.0 60.0

図 11　臨床研修歯科医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまるもの（重複回答）

63.0

29.6

0.5

6.0

0.9

（％）0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

縮小させていく予定

変更の予定はない

さらに充実をはかっていく予定

図 12　今後の周術期口腔機能管理の臨床研修の予定
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  在宅歯科医療に関する臨床研修歯科医への研修について

　 問 1  在宅歯科医療の研修状況

　 問 2  在宅歯科医療の研修を指導している職員数

　 問 3  在宅歯科医療の研修対象

（単位：人）

常勤 非常勤

平均値 中央値 平均値 中央値

歯科医師 3.2 2.0 1.7 1.0

その他 3.0 2.0 1.5 0.5

表３　在宅歯科医療の研修を指導している職員数

80.0
（％）

60.0

40.0

20.0

0.0
すべての研修歯科医

27.8

希望者のみ

4.2

その他

0.9

無回答

67.1

図 14　在宅歯科医療の研修対象

0.0

マニュアルを整備して研修している 7.9

マニュアルを作らず研修している 23.6

研修していない 65.7

無回答 2.8

20.0 40.0 （％）60.0 80.0

図 13　在宅歯科医療の研修状況
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　 問 4  在宅歯科医療の研修方法

　 問 5  在宅歯科医療の研修先施設（重複回答）

　 問 6  在宅歯科医療の研修を行っていない理由（すべての施設）（％）

10.2

8.8

26.4

（％）

28.2

17.1

1.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

その他

実際の患者への治療・処置

診療介助

見学

実習

講義

図 15　在宅歯科医療の研修方法（重複回答）

22.7

18.5

22.7

11.6

15.7

8.3

3.2

（％）0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

その他

障がい者施設

介護療養型医療施設

病院

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

居宅

図 16　在宅歯科医療の研修先施設（重複回答）

61.1％

5.1％

33.8％ 当施設では在宅歯科医療を行っていないから
その他
無回答

図 17　在宅歯科医療の研修を行っていない理由（すべての施設）
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　 問 7   臨床研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行うに当たりあてはまるもの
 （重複回答）

　 問 8  今後の在宅歯科医療の臨床研修の予定

48.1

（％）

19.4

12.5

36.6

8.3

18.1

0.0 20.0 40.0 60.0

その他

難度が高く臨床研修にはふさわしくない

臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い

患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い

連携する施設や医療機関の問題が多い

指導者の問題（マンパワーなど）が多い

図 18　臨床研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行うにあたり当てはまるもの（重複回答）

44.4

（％）

40.3

0.5

8.8

6.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無回答

その他

縮小させていく予定

変更の予定はない

さらに充実をはかっていく予定

図 19　今後の在宅歯科医療の臨床研修の予定
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【協力型】結果

　以下に有効回答のあった 1,148 件の結果を示す。

  施設の概要

（施設数）

1,028

107
5 8

0

200

400

600

800

1,000

1,200

無回答その他病院歯科診療所

図 1　協力型　回答施設数

27.7

61.6

8.4
2.3

（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

無回答その他医療法人個人

図 2　開設者

5.3

21.6

36.4

27.2

6.9
2.6

（％）

0.0

20.0

40.0

無回答70歳代60歳代50歳代40歳代39歳以下

図 3　管理者の年齢
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100.0
（％）

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
会員

81.7

非会員

12.8

その他

2.1

無回答

3.4

図 4　管理者の歯科医師会会員区分

（％）
92.8

57.9
67.5

54.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

歯科口腔外科小児歯科矯正歯科歯科

図 5　回答施設の標榜科（重複回答）

（単位：人）

常勤 非常勤

平均値 中央値 平均値 中央値

歯科医師 2.9 2.0 2.7 2.0

歯科衛生士 4.1 3.0 2.2 2.0

歯科技工士 0.9 1.0 0.2 0.0

その他 3.7 3.0 2.5 2.0

表１　回答施設における職員数
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0.0

歯科外来診療環境体制加算（外来環） 69.9

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強診） 42.9

在宅療養支援歯科診療所（歯援診） 40.1

在宅歯科医療推進加算（在推診） 8.9

歯科治療総合医療管理料（医管） 54.2

在宅患者歯科治療総合医療管理料（在歯管） 27.8

歯科訪問診療料に係る地域医療連携体制加算（歯地連） 12.9

20.0 40.0 （％）60.0 80.0

　図 7　届出している施設基準（平成 29年２月１日時点）

20.0

0.3
1.5

8.0

14.8

18.4

15.2

7.4

10.6

5.3 4.7

7.2

3.0
0.7

3.0

（％）

18.0
16.0
14.0
12.0
10.0
8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

１
台
ま
で

２
台

３
台

４
台

５
台

６
台

７
台

８
台

９
台

無
回
答

10
台

11
台
〜
14
台

15
台
〜
19
台

20
台

図 6　保有する歯科用ユニット数の分布

（単位 : 人）

平均値 中央値

臨床研修歯科医受入総数 1.1 0

表２　平成 28年度の臨床研修歯科医受入総数
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0.0

0名 16.1

1～9名 23.1

（％）

10～49名 11.1

50名以上 14.8

無回答 34.8

20.0 40.0

図 10　歯科訪問診療患者延べ数（平成 29年 1月診療分）

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
ある

74.9

22.5

2.6

ない 無回答

（％）

図 8　過去の臨床研修歯科医受入実績

（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

無回答ないある

65.8

30.7

3.5

図 9　これまでの歯科訪問診療料算定実績
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  在宅歯科医療に関する臨床研修歯科医への研修について

　 問 1  在宅歯科医療の研修状況

　 問 2  在宅歯科医療の研修対象者

（％）

60.0

80.0

40.0

20.0

0.0
ある

32.7

ない

62.7

無回答

4.6

図 11　これまでの周術期口腔機能管理料の算定実績

60.0

80.0

40.0

20.0

0.0
ない

31.1

ある

65.1

無回答

3.8

（％）

図 12　在宅歯科医療研修の有無

22.6

7.7
0.6

69.1

（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

無回答その他希望者のみすべて

80.0

図 13　在宅歯科医療の研修対象者
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　 問 3  在宅歯科医療の研修方法（重複回答）

　 問 4  在宅歯科医療の研修先施設（重複回答）

　 問 5  在宅歯科医療の研修を行っていない理由（すべての施設）

0.0 10.0 20.0 30.0

その他

障がい者施設

介護療養型医療施設

病院

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

居宅

（％）

25.7

18.9

14.7

13.9

6.8

5.1

3.6

図 15　在宅歯科医療の研修先施設（重複回答）

35.9％

30.4％

33.7％ 当施設では在宅歯科医療を行っていないから
その他
無回答

図 16　在宅歯科医療の研修を行っていない理由（すべての施設）

0.0 10.0 20.0 30.0

その他

実際の患者への治療・処置

見学

診療介助 25.5

（％）

22.6

15.1

1.8

図 14　在宅歯科医療の研修方法（重複回答）
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　 問 6   臨床研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行うに当たりあてはまるもの
 （重複回答）

　 問 7  今後の在宅歯科医療の臨床研修の予定

0.0

指導者の問題（マンパワーなど）が多い 47.3

患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い 36.1

臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い 38.5

連携する施設や医療機関の問題が多い 17.3

難度が高く臨床研修にはふさわしくない 15.5

その他 10.0

10.0 20.0 30.0 （％）40.0 50.0

図 17　臨床研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行うに当たりあてはまるもの（重複回答）

（％）

47.4

34.8

2.9

5.9

9.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無回答

その他

縮小させていく予定

変更の予定はない

さらに充実をはかっていく予定

図 18　今後の在宅歯科医療の臨床研修の予定
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  周術期口腔機能管理に関する臨床研修歯科医への研修

　 問 1  周術期口腔機能管理の研修状況

　 問 2  周術期口腔機能管理の研修対象者

　 問 3  周術期口腔機能管理の研修方法

17.6

（％）

77.3

5.1
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

無回答ないある

図 19　周術期口腔機能管理研修の実施有無
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（％）
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40.0

60.0

80.0

100.0

無回答その他希望者のみすべて

図 20　周術期口腔機能管理の研修対象者

0.0 5.0 10.0 15.0

その他

実際の患者への治療・処置

見学

診療介助

（％）

12.4

12.3

9.7

1.1

図 21　周術期口腔機能管理の研修方法
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　 問 4  自施設以外の研修先施設

　 問 4-2  研修先の診療科

　 問 5  周術期口腔機能管理の臨床研修を行っていない理由

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

その他施設

他施設の医科病棟（歯科標榜あり）

同施設の医科病棟

同施設の歯科・口腔外科の病棟

他施設の医科病棟（歯科標榜なし）

（％）

2.6

2.5

2.4

1.7

0.7

図 22　自施設以外の研修先施設
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図 23　研修先の診療科

図 24　周術期口腔機能管理の臨床研修を行っていない理由

23.3％

44.3％

32.3％
当施設では周術期の口腔機能管理を
行っていないから
その他
無回答



20

　 問 6   臨床研修歯科医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまる
 もの（重複回答）

　 問 7  今後の周術期口腔機能管理の臨床研修の予定
60.0（％）40.0

32.5

49.8

1.7

7.8

8.3

20.00.0

さらに充実をはかっていく予定

変更の予定はない

縮小させていく予定

その他

無回答

図 26　今後の周術期口腔機能管理の臨床研修の予定

0.0

指導者の問題.（マンパワーなど）が多い 39.5

患者の問題.（症例不足・プライバシー等）が多い 32.1

臨床研修医の問題.（知識・技能など）が多い 31.0

連携する施設や医療機関の問題が多い 25.8

難度が高く臨床研修にはふさわしくない 13.6

その他 8.9

10.0 20.0 （％）30.0 40.0 50.0

図 25　臨床研修医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまるもの（重複回答）
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【単独型・管理型】結果

施設の概要

［１］単独型・管理型・　回答施設数

［３］平成 28 年度の
 臨床研修歯科医受入総数

［５］歯科訪問診療患者延べ数（平成 29 年１月診療分）

施設数 割合（％）

歯学部 23 10.6

医学部 55 25.5
病院 102 47.2
歯科診療所 34 15.7
その他 2 0.9
全体 216 99.9

施設数 216
平均値（人） 7.1
中央値（人） 2.0

施設数 割合（％）
0名 7 3.2
1-9 名 18 8.3
10-49 名 14 6.5
50 名以上 30 13.9
無回答 147 68.1
合計 216 100.0

施設数 割合（％）
ある 188.0 87.0
ない 26.0 12.0
無回答 2 0.9
合計 216 99.9

［２］ これまでの周術期口腔機能管理料の
算定実績

施設数 割合（％）
ある 69 31.9
ない 144 66.7
無回答 3 1.4
合計 216 100.0

［４］これまでの歯科訪問診療料の
 算定実績の有無
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周術期口腔機能管理に関する臨床研修歯科医への研修

［１］周術期口腔機能管理の研修状況

［２］周術期口腔機能管理の研修を指導している職員数

［３］周術期口腔機能管理の研修対象

施設数 割合（％）
マニュアルを整備して研修している 54 25.0
マニュアルを作らず研修している 105 48.6
研修の実施を検討中 22 10.2
研修していない 33 15.3
無回答 2 0.9
合計 216 100.0

（人）
常勤 非常勤

平均値 中央値 平均値 中央値
歯科医師 4.6 3.0 2.1 1.0
その他 3.3 3.0 1.7 2.0

施設数 割合（％）
すべての研修医 165 76.4
希望者のみ 11 5.1
その他 4 1.9
無回答 36 16.7
合計 216 100.1
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［４］周術期口腔機能管理の研修方法（重複回答）

［５］周術期口腔機能管理の研修施設（重複回答）

［５］- ２　研修先の診療科（重複回答）

施設数 割合（％）
講義 61 28.2

実習 57 26.4

見学 110 50.9
診療介助 136 63.0
実際の患者への治療・処置 148 68.5
その他 8 3.7

施設数 割合（％）
同施設の歯科・口腔外科の外来 160 74.1
同施設の歯科・口腔外科の病棟 108 50.0
同施設の医科病棟 95 44.0
他施設の医科病棟（歯科標榜なし） 3 1.4
他施設の医科病棟（歯科標榜あり） 8 3.7
その他施設 0 0.0

割合（％）
循環器科 47 21.8
消化器科 57 26.4
呼吸器科 50 23.1
整形外科 31 14.4
耳鼻咽喉科 41 19.0

糖尿病・代謝内科 27 12.5

脳神経科 36 16.7
放射線科 23 10.6
その他 48 22.2
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［６］周術期口腔機能管理の研修を行っていない理由
　　（研修を行っていないと回答した 33 施設）（％）

［７］臨床研修歯科医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまるもの
　　（重複回答）

［８］今後の周術期口腔機能管理の臨床研修の予定

施設数 割合（％）
当施設では周術期の口腔機能管理を行っていないから 14 42.4
その他 18 54.5
無回答 1 3.0
合計 33 99.9

施設数 割合（％）
指導者の問題（マンパワーなど）が多い 111 51.4
患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い 56 25.9
臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い 76 35.2
連携する施設や医療機関の問題が多い 39 18.1
難度が高く臨床研修にはふさわしくない 13 6.0
その他 35 16.2

施設数 割合（％）
さらに充実をはかっていく予定 136 63.0
変更の予定はない 64 29.6
縮小させていく予定 1 0.5
その他 13 6.0
無回答 2 0.9
合計 216 100.0
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在宅歯科医療に関する臨床研修歯科医への研修について

［１］在宅歯科医療の研修状況

［２］在宅歯科医療の研修を指導している職員数

［３］在宅歯科医療の研修対象

施設数 割合（％）
マニュアルを整備して研修している 17 7.9
マニュアルを作らず研修している 51 23.6
研修していない 142 65.7
無回答 6 2.8

全体 216 100.0

（人）

常勤 非常勤
平均値 中央値 平均値 中央値

歯科医師 3.2 2.0 1.7 1.0
その他 3.0 2.0 1.5 0.5

施設数 割合（％）
すべての研修歯科医 60 27.8
希望者のみ 9 4.2
その他 2 0.9
無回答 145 67.1
合計 216 100.0
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［４］在宅歯科医療の研修方法（重複回答）

［５］在宅歯科医療の研修先施設（重複回答）

［６］在宅歯科医療の研修を行っていない理由（すべての施設）（％）

施設数 割合（％）
講義 22 10.2
実習 19 8.8
見学 57 26.4
診療介助 61 28.2
実際の患者への治療・処置 37 17.1
その他 3 1.4

施設数 割合（％）
居宅 49 22.7
介護老人保健施設 40 18.5
特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 49 22.7
介護療養型医療施設 25 11.6
病院 34 15.7
障がい者施設 18 8.3
その他 7 3.2

施設数 割合（％）
当施設では周術期の口腔機能管理を行っていないから 132 61.1
その他 11 5.1
無回答 73 33.8
合計 216 100.0
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［７］臨床研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行うに当たりあてはまるもの（重複回答）

［８］今後の在宅歯科医療の臨床研修の予定

施設数 割合（％）
指導者の問題（マンパワーなど）が多い 104 48.1
患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い 42 19.4
臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い 27 12.5
連携する施設や医療機関の問題が多い 79 36.6
難度が高く臨床研修にはふさわしくない 18 8.3
その他 39 18.1

施設数 割合（％）
さらに充実をはかっていく予定 96 44.4
変更の予定はない 87 40.3
縮小させていく予定 1 0.5
その他 19 8.8
無回答 13 6.0
合計 216 100.0
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【協力型】結果

施設の概要

［１］協力型　回答施設数

［３］管理者の年齢

［５］回答施設の標榜科（重複回答）

施設数 割合（％）
歯科診療所 1028 89.5
病院 107 9.3
その他 5 0.4
無回答 8 0.7
合計 1148 99.9

施設数 割合（％）
39歳以下 61 5.3
40 歳代 248 21.6
50 歳代 418 36.4
60 歳代 312 27.2
70 歳以上 79 6.9
無回答 30 2.6
合計 1148 100.0

施設数 割合（％）
個人 318 27.7
医療法人 707 61.6
その他 97 8.4
無回答 26 2.3
合計 1148 100.0

［２］開設者

施設数 割合（％）
会員 938 81.7
非会員 147 12.8
その他 24 2.1
無回答 39 3.4
合計 1148 100.0

［４］管理者の歯科医師会会員区分

施設数 割合（％）
歯科 1065 92.8
矯正歯科 665 57.9
小児歯科 775 67.5
歯科口腔外科 625 54.4
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［６］回答施設における職員数

［７］保有する歯科用ユニット数の分布

（人）
. 常勤 非常勤

平均値 中央値 平均値 中央値
歯科医師 2.9 2.0 2.7 2.0
歯科衛生士 4.1 3.0 2.2 2.0
歯科技工士 0.9 1.0 0.2 0.0
その他 3.7 3.0 2.5 2.0

施設数 割合（％）
1台まで 3 0.3
2 台 17 1.5
3 台 92 8.0
4 台 170 14.8
5 台 211 18.4
6 台 174 15.2
7 台 122 10.6
8 台 85 7.4
9 台 61 5.3
10 台 54 4.7
11 ～ 14台 83 7.2
15 ～ 19台 34 3.0
20 台以上 8 0.7
無回答 34 3.0
合計 1148 100.1



31

［８］届出している施設基準（平成 29 年２月１日時点）

［９］平成 28 年度の臨床研修歯科医
 受入総数

［11］これまでの歯科訪問診療算定実績

施設数 割合（％）
歯科外来診療環境体制加算（外来環） 802 69.9
かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強診） 492 42.9
在宅療養支援歯科診療所（歯援診） 460 40.1
在宅歯科医療推進加算（在推診） 102 8.9
歯科治療総合医療管理料（医管） 622 54.2
在宅患者歯科治療総合医療管理料（在歯管） 319 27.8
歯科訪問診療料に係る地域医療連携体制加算（歯地連） 148 12.9

施設数 845
平均値（人） 1.1
中央値（人） 0.0

施設数 割合（％）
あり 860 74.9
なし 258 22.5
無回答 30 2.6
合計 1148 100.0

［10］ 過去の臨床研修歯科医
 受入実績

施設数 割合（％）
あり 755 65.8
なし 353 30.7
無回答 40 3.5
合計 1148 100.0
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［12］歯科訪問診療患者延べ数（平成 29 年１月診療分）

［13］これまでの周術期口腔機能管理料の算定実績

施設数 割合（％）
0名 185 16.1
１～９名 265 23.1
10 ～ 49名 128 11.1
50 名以上 170 14.8
無回答 400 34.8
合計 1148 99.9

施設数 割合（％）
あり 375 32.7
なし 720 62.7
無回答 53 4.6
合計 1148 100.0
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在宅歯科医療に関する臨床研修歯科医への研修について

［１］在宅歯科医療の研修状況

［３］在宅歯科医療の研修方法（重複回答）

［４］在宅歯科医療の研修先施設（重複回答）

施設数 割合（％）
あり 357 31.1
なし 747 65.1
無回答 44 3.8

1148 100.0

施設数 割合（％）
すべて 260 22.6
希望者のみ 88 7.7
その他 7 0.6
無回答 793 69.1

1148 100.0

［２］在宅歯科医療の研修対象者

施設数 割合（％）

見学 260 22.6
診療介助 293 25.5
実際の患者への治療・処置 173 15.1
その他 21 1.8

施設数 割合（％）
居宅 295 25.7
介護老人保健施設 169 14.7
特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 217 18.9
介護療養型医療施設 78 6.8
病院 159 13.9
障がい者施設 59 5.1
その他 41 3.6
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［５］在宅歯科医療の研修を行っていない理由（すべての施設）

［６］臨床研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行うに当たりあてはまるもの（重複回答）

［７］今後の在宅歯科医療の臨床研修の予定

施設数 割合（％）

当施設では在宅歯科医療を行っていないから 387 33.7
その他 349 30.4
無回答 412 35.9

合計 1148 100.0

施設数 割合（％）
指導者の問題（マンパワーなど）が多い 543 47.3
患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い 414 36.1
臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い 442 38.5
連携する施設や医療機関の問題が多い 199 17.3
難度が高く臨床研修にはふさわしくない 178 15.5
その他 115 10.0

施設数 割合（％）
さらに充実をはかっていく予定 399 34.8

変更の予定はない 544 47.4

縮小させていく予定 33 2.9
その他 104 9.1
無回答 68 5.9

1148 100.1
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周術期口腔機能管理に関する臨床研修歯科医への研修

［１］周術期口腔機能管理の研修状況

［２］周術期口腔機能管理の研修対象者

［３］周術期口腔機能管理の研修方法（重複回答）

施設数 割合（％）
あり 202 17.6
なし 887 77.3
無回答 59 5.1
合計 1148 100.0

施設数 割合（％）
すべて 159 13.9
希望者のみ 37 3.2
その他 11 1.0
無回答 941 82.0
合計 1148 100.1

施設数 割合（％）
見学 141 12.3
診療介助 142 12.4
実際の患者への治療・処置 111 9.7
その他 13 1.1
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［４］自施設以外の研修先施設

［４］-2　研修先の診療科

［５］周術期口腔機能管理の臨床研修を行っていない理由

施設数 割合（％）
循環器科 34 3.0
消化器科 41 3.6
呼吸器科 30 2.6
整形外科 27 2.4
耳鼻咽喉科 18 1.6
糖尿病・代謝内科 26 2.3
脳神経科 24 2.1
放射線科 17 1.5
その他 21 1.8

施設数 割合（％）
当施設では周術期の口腔機能管理を行っていないから 509 44.3
その他 371 32.3
無回答 268 23.3
合計 1148 99.9

施設数 割合（％）
同施設の歯科・口腔外科の病棟 29 2.5
同施設の医科病棟 27 2.4
他施設の医科病棟（歯科標榜なし） 30 2.6
他施設の医科病棟（歯科標榜あり） 20 1.7
その他施設 8 0.7
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［６］臨床研修歯科医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまるもの
　　（重複回答）

［７］今後の周術期口腔機能管理の臨床研修の予定

施設数 割合（％）
指導者の問題（マンパワーなど）が多い 454 39.5
患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い 369 32.1
臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い 356 31.0
連携する施設や医療機関の問題が多い 296 25.8
難度が高く臨床研修にはふさわしくない 156 13.6
その他 102 8.9

施設数 割合（％）
さらに充実をはかっていく予定 373 32.5
変更の予定はない 572 49.8
縮小させていく予定 19 1.7
その他 89 7.8
無回答 95 8.3
合計 1148 100.1
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歯科医師臨床研修における
周術期口腔機能管理および在宅歯科医療に関する調査

・�この調査は、全国の単独型および管理型臨床研修施設のプログラム責任者の方を対象として、周術期口腔
機能管理および在宅歯科医療について臨床研修歯科医に対する研修内容を伺うものです。

●本アンケートご記入者

●貴施設の情報（平成29年2月1日時点）についてお答えください

※�ご記入いただいたお名前、電話番号等は本調査の照会のためのみに使用するものであり、それ以外の目的で使用する
ことはありません。また適切に保管・管理・処理いたしますのでご記入くださいますよう宜しくお願いいたします。
また貴施設が特定されるデータとして公表されることはありません。

回答にあたってご注意いただきたいこと
・平成28年度に行なっている臨床研修の内容についてお答えください。
・協力型研修施設・研修協力施設での臨床研修の内容は含めず、貴施設のみの研修内容をお答えください。
・質問はこのページ下段より始まり、４ページまであります。裏面もお答えください。
・選択肢の記号に○を、または（　　）内に回答を記入してください。
・平成29年2月28日（火）までにご回答くださいますようお願いします。

氏　名

所属大学または施設名称

講　座・役　職

TEL

FAX

E-MAIL

平成 28年度の研修歯科医受入総数 （　　　　　）名
※1年目の研修歯科医に限ります
※同一研修歯科医は1名と数えてください

これまでの周術期口腔機能管理料の
算定実績

１．ある　　　　２．ない

これまでの歯科訪問診療料
（１，２，３含む）の算定実績

１．ある　　　　２．ない

【単独型・管理型】

歯科訪問診療延べ患者数（平成29年1月診療分）
　１．0名
　２．1〜9名
　３．10〜49名
　４．50名以上

1

調査票
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●周術期口腔機能管理に関する臨床研修歯科医への研修についてお答えください。

【問周１】周術期口腔機能管理を研修していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。
　　　　　�選択肢の１〜３を選択した方は、横のボックスに臨床研修の担当（担当予定）の診療科もしくは講座名もお

答えください（複数回答可）。

　１．マニュアルを整備して研修している
　２．マニュアルを作らず研修している
　３．研修の実施を検討中である
　４．研修していない　→　問周６にすすむ

【問周２】�周術期口腔機能管理の研修を指導している職員数をお答えください。その他の選択肢については職種名も具
体的にお答えください。

　　　　　　　　　　　　　常勤　　　　　　　非常勤
　歯科医師　　　　　　（　　　　）人　　（　　　　）人
　その他　　　　　　　（　　　　）人　　（　　　　）人
　　　　　　　　職種：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問周３】周術期口腔機能管理の研修対象は次のうちどれですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

　１．すべての研修歯科医
　２．希望者のみ　→（およそ何名ですか：　　　　名）
　３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問周４】周術期口腔機能管理の研修方法をお答えください。あてはまるもの全てに○をつけてください。

　１．講義　　　　　　　　　　　　　　　　２．実習
　３．見学　　　　　　　　　　　　　　　　４．診療介助
　５．実際の患者への治療・処置　　　　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

【問周５】周術期口腔機能管理の研修施設をお答えください。あてはまるもの全てに○をつけてください。
　　　　　選択肢の３〜５を選択した方は横のボックスから研修先の診療科に○をつけてください。

　１．同施設の歯科・口腔外科の外来
　２．同施設の歯科・口腔外科の病棟
　３．同施設の医科病棟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　循環器科　消化器科　呼吸器科　整形外科
　４．他施設の医科病棟（歯科標榜なし）　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉科　糖尿病・代謝内科　脳神経科
　５．他施設の医科病棟（歯科標榜あり）　　　　　　　　　　　放射線科　その他（　　　　　　　　　　）
　６．その他施設（　　　　　　　　　　　　　　）

【問周６】（問周１で２．研修していないとご回答された方のみお答えください。）
　　　　　周術期口腔機能管理の研修を行っていない理由をお答えください。

　１．当施設では周術期の口腔機能管理を行っていないから
　２．その他（

【問周７】すべての方にお伺いします。
　　　　　研修歯科医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまるものすべてに○をつけてください

　１．指導者の問題（マンパワーなど）が多い　　　　　　２．患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い
　３．臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い　　　　４．連携する施設や医療機関の問題が多い
　５．難度が高く臨床研修にはふさわしくない
　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

｝ 診療科名・講座名（複数可）

診療科に○を
つけてください
（複数可）

2
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【問周８】すべての方にお伺いします。
　　　　　�貴施設における今後の周術期口腔機能管理の臨床研修についてお答えください。あてはまるもの１つに○を

つけてください。

　１．さらに充実をはかっていく予定である
　２．変更の予定はない
　３．縮小させていく予定である
　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問周９】すべての方にお伺いします。
　　　　　�周術期口腔機能管理の臨床研修で、好事例・問題点についてご記載ください。

　　　　　�周術期口腔機能管理の研修をしていない場合、今後どのような点が改善されたら実施可能かなど、具体的な

部分がありましたらご記載ください。

●在宅歯科医療に関する臨床研修歯科医への研修についてお答えください。

【問在１】在宅歯科医療の研修をしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

　１．マニュアルを整備して研修している　　→　問在２にすすむ
　２．マニュアルを作らず研修している　　　→　問在２にすすむ
　３．研修していない　　→　問在６にすすむ

【問在２】�在宅歯科医療の研修を指導している職員数をお答えください。その他の選択肢については職種名も具体的に
お答えください。

　　　　　　　　　　　　　常勤　　　　　　　非常勤
　歯科医師　　　　　　（　　　　）人　　（　　　　）人
　その他　　　　　　　（　　　　）人　　（　　　　）人
　　　　　　　　職種：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在３】在宅歯科医療の研修対象は次のうちどれですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

　１．すべての研修歯科医
　２．希望者のみ　→（およそ何名ですか：　　　　名）
　３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在４】在宅歯科医療の研修方法をお答えください。あてはまるもの全てに○をつけてください。

　１．講義　　　　　　　　　　　　　　　　２．実習
　３．見学　　　　　　　　　　　　　　　　４．診療介助
　５．実際の患者への治療・処置　　　　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

3
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【問在５】在宅歯科医療の研修施設をお答えください。あてはまるもの全てに○をつけてください。

　１．居宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．介護老人保健施設
　３．特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）　　４．介護療養型医療施設
　５．病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．障がい者施設
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在６】（問在１で２研修していないとご回答された方のみお答えください。）
　　　　　在宅歯科医療の研修を行っていない理由をお答えください。

　１．当施設では在宅歯科医療を行っていないから
　２．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在７】すべての方にお伺いします。
　　　　　研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行うに当たりあてはまるものすべてに○をつけてください

　１．指導者の問題（マンパワーなど）が多い　　　　　　２．患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い
　３．臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い　　　　４．連携する施設や医療機関の問題が多い
　５．難度が高く臨床研修にはふさわしくない
　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在８】すべての方にお伺いします。
　　　　　�貴施設における今後の周術期口腔機能管理の臨床研修についてお答えください。あてはまるもの１つに○を

つけてください。

　１．さらに充実をはかっていく予定である
　２．変更の予定はない
　３．縮小させていく予定である
　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在９】すべての方にお伺いします。
　　　　　�在宅歯科医療の臨床研修で、好事例・問題点についてご記載ください。
　　　　　�在宅歯科医療の研修をしていない場合、今後どのような点が改善されたら実施可能かなど、具体的な部分が

ありましたらご記載ください。

4
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歯科医師臨床研修における
周術期口腔機能管理および在宅歯科医療に関する調査

・�この調査は、全国の協力型臨床研修施設の研修実施責任者の方を対象として、周術期口腔機能管理および
在宅歯科医療について臨床研修歯科医に対する研修内容を伺うものです。

●本アンケートご記入者

●貴施設の情報（平成29年2月1日時点）についてお答えください

※�ご記入いただいたお名前、電話番号等は本調査の照会のためのみに使用するものであり、それ以外の目的で使用する
ことはありません。また適切に保管・管理・処理いたしますのでご記入くださいますよう宜しくお願いいたします。
また貴施設が特定されるデータとして公表されることはありません。

回答にあたってご注意いただきたいこと
・平成28年度に行なっている臨床研修の内容についてお答えください。
・単独型研修施設・管理型研修施設での臨床研修の内容は含めず、貴施設のみの研修内容をお答えください。
・質問はこのページ下段より始まり、４ページまであります。裏面もお答えください。
・選択肢の記号に○を、または（　　）内に回答を記入してください。
・平成29年2月28日（火）までにご回答くださいますようお願いします。

氏　名

施設名

役　職

TEL

FAX

E-MAIL

開設者 １．個人　　２．医療法人　３．その他（　　　　　　　　　　）

管理者の年齢 １．３９歳以下　　２．４０歳代　　３．５０歳代
４．６０歳代　　　５．７０歳以上

管理者の歯科医師会会員区分 １．会員　　２．非会員　　３．その他（　　　　　　　）�

標榜科 １．歯科　　２．矯正歯科　　３．小児歯科　　４．歯科口腔外科
※あてはまるものすべてに○をつけてください

職員数 常勤 非常勤

歯科医師 人 人

歯科衛生士 人 人

歯科技工士 人 人

その他 人 人

歯科用ユニット数 （　　　　　）台

【協力型】

1
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●貴施設の情報（平成29年2月1日時点）についてお答えください

届出している施設基準 １．歯科外来診療環境体制加算（外来環）
２．かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強診）
３．在宅療養支援歯科診療所（歯援診）
４．在宅歯科医療推進加算（在推進）
５．歯科治療総合医療管理料（医管）
６．在宅患者歯科治療総合医療管理料（在歯管）
７．歯科訪問診療料に係る地域医療連携体制加算（歯地連）
※あてはまるものすべてに○をつけてください

これまでの研修歯科医受入実績 １．ある�　　２．ない

平成28年度の研修歯科医受入総数
（　　　　　）名
※1年目の研修歯科医に限ります
※同一研修歯科医は1名と数えてください

これまでの歯科訪問診療料
（１，２，３含む）の算定実績

１．ある　　２．ない

これまでの周術期口腔機能管
理料の算定実績

１．ある　　２．ない

●在宅歯科医療に関する臨床研修歯科医への研修についてお答えください。

【問在１】在宅歯科医療の研修をしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

　１．臨床研修歯科医への研修をしている　　　　→問在２にすすむ
　２．臨床研修歯科医への研修をしていない　　　→問在５にすすむ

【問在２】在宅歯科医療の研修対象は次のうちどれですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

　１．すべて
　２．希望者のみ　→（およそ何名ですか：　　　　名）
　３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在３】在宅歯科医療の研修内容をお答えください。あてはまるもの全てに○をつけてください。

　１．見学　　　　　　　　　　　　　　２．診療介助
　３．実際の患者への治療・処置� 　　　４．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在４】在宅歯科医療の研修施設をお答えください。あてはまるもの全てに○をつけてください。

　１．居宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．介護老人保健施設
　３．特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）　　　４．介護療養型医療施設
　５．病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．障がい者施設
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

歯科訪問患者延べ数（平成29年1月診療分）
　１．0名
　２．1〜9名
　３．10〜49名
　４．50名以上

2
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【問在５】（問在１で２研修していないとご回答された方のみお答えください。）
　　　　　在宅歯科医療の研修を行っていない理由をお答えください。

　１．当施設では在宅歯科医療を行っていないから
　２．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在６】すべての方にお伺いします。
　　　　　研修歯科医が在宅歯科医療の研修を行う上で、あてはまるものすべてに○をつけてください

　１．指導者の問題（マンパワーなど）が多い　　　　　　２．患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い
　３．臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い　　　　４．連携する施設や医療機関の問題が多い
　５．難度が高く臨床研修にはふさわしくない
　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在７】すべての方にお伺いします。
　　　　　�貴施設における今後の在宅歯科医療の臨床研修についてお答えください。あてはまるもの１つに○をつけて

ください。

　１．さらに充実をはかっていく予定である
　２．変更の予定はない
　３．縮小させていく予定である
　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問在８】すべての方にお伺いします。
　　　　　�在宅歯科医療の臨床研修で、好事例もしくは問題点についてご記載ください。
　　　　　�在宅歯科医療の研修をしていない場合、今後どのような点が改善されたら実施可能かなど、具体的な部分が

ありましたらご記載ください。

●周術期口腔機能管理に関する臨床研修歯科医への研修についてお答えください。

【問周１】周術期口腔機能管理を研修していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

　１．臨床研修歯科医への研修をしている　　　　→問周２にすすむ
　２．臨床研修歯科医への研修をしていない　　　→問周５にすすむ

【問周２】周術期口腔機能管理の研修対象は次のうちどれですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

　１．すべて
　２．希望者のみ　→（およそ何名ですか：　　　　名）
　３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3
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【問周３】周術期口腔機能管理の研修内容をお答えください。あてはまるもの全てに○をつけてください。

　１．見学　　　　　　　　　　　　　　２．診療介助
　３．実際の患者への治療・処置� 　　　４．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問周４】貴施設以外の研修施設はありますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。
　　　　　選択肢の２〜４を選択した方は横のボックスから研修先の診療科に○をつけてください。

　１．同施設の歯科・口腔外科の病棟
　２．同施設の医科病棟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　循環器科　消化器科　呼吸器科　整形外科
　３．他施設の医科病棟（歯科標榜なし）　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉科　糖尿病・代謝内科　脳神経科
　４．他施設の医科病棟（歯科標榜あり）　　　　　　　　　　　放射線科　その他（　　　　　　　　　　）
　５．その他施設（　　　　　　　　　　　　　　）

【問周５】（問周１で２．研修していないご回答された方のみお答えください。）
　　　　　周術期口腔機能管理の研修を行っていない理由をお答えください。

　１．当施設では周術期の口腔機能管理を行っていないから
　２．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問周６】すべての方にお伺いします。
　　　　　研修歯科医が周術期口腔機能管理の研修を行うに当たりあてはまるものすべてに○をつけてください

　１．指導者の問題（マンパワーなど）が多い　　　　　　２．患者の問題（症例不足・プライバシー等）が多い
　３．臨床研修医の問題（知識・技能など）が多い　　　　４．連携する施設や医療機関の問題が多い
　５．難度が高く臨床研修にはふさわしくない
　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問周７】すべての方にお伺いします。
　　　　　�貴施設における今後の周術期口腔機能管理の臨床研修についてお答えください。あてはまるもの１つに○を

つけてください。

　１．さらに充実をはかっていく予定である
　２．変更の予定はない
　３．縮小させていく予定である
　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問周８】すべての方にお伺いします。
　　　　　�周術期口腔機能管理の臨床研修で、好事例・問題点についてご記載ください。
　　　　　�周術期口腔機能管理の研修をしていない場合、今後どのような点が改善されたら実施可能かなど、具体的な

部分がありましたらご記載ください。

診療科に○を
つけてください
（複数可）
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